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採決結果 7

一般質問、議会日誌 8～10
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ふるさと納税どう使われてる？、編集後記 12

今月の表紙：
わくわくクラブ 切り絵・絵手紙教室

（指導者：鎗水幸子さん・松本学さん）

の子ども達が思い思いのアマビエを

描いてくれました。 



●
専
決
処
分
の
報
告

一
般
会
計
補
正
（
第
５
号
）

主
な
事
業

住
宅
応
急
修
理
委
託
料

３
５
７
万
円

災
害
援
護
資
金
貸
付
金

３
４
０
万
円

災
害
廃
棄
物
処
理
委
託
料

２
３
０
万
円

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

５
０
０
万
円

７
月
豪
雨
災
害
見
舞
金

３
６
５
万
円

単
独
農
業
用
施
設
小
災
害
復
旧

補
助
金　
　
　
　

３
０
０
万
円

林
道
災
害
復
旧
機
械
使
用
料

３
０
０
万
円

応
急
災
害
復
旧
機
械
使
用
料

１
０
０
０
万
円

応
急
災
害
復
旧
工
事

１
０
０
０
万
円

主
な
審
議

○
７
月
豪
雨
災
害
の
被
害
額
に

つ
い
て

▼
下
城
議
員　

被
害
額
の
見
込

み
と
そ
の
財
源
措
置
は
。

▽
総
務
課
長　

概
算
で
農
業
土

木
災
害
２
億
４
０
０
０
万
円
、公

共
土
木
災
害
６
億
１
５
０
０
万

円
、
林
道
災
害
５
７
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。
財
源
は
国
の

補
助
金
を
活
用
し
、
対
象
外
の

部
分
は
ふ
る
さ
と
納
税
等
を
活

用
し
て
い
き
た
い
。

承　
　

認

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

（
第
１
号
）

主
な
事
業

簡
易
水
道
関
連
施
設
等
災
害
復

旧
工
事　
　
　
　

５
０
０
万
円

承　
　

認

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
（
第
２
号
）

主
な
事
業

修
繕
料　
　
　
　
　
　

50
万
円

承　
　

認

●
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
（
第
６
号
）

主
な
事
業

河
川
監
視
カ
メ
ラ
増
設
（
４

台
）
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
連
携
シ

ス
テ
ム
構
築
業
務
委
託
料

　

１
１
７
７
万
円

飲
食
・
食
品
小
売
業
コ
ロ
ナ
対

策
支
援
補
助
金

１
１
０
０
万
円

観
光
促
進
事
業
補
助
金

３
０
４
万
円

農
地
・
農
業
用
施
設
・
林
道
・

公
共
土
木
災
害
復
旧
事
業
測
量

設
計
委
託
料　

９
７
０
０
万
円

応
急
災
害
復
旧
機
械
使
用
料

１
２
０
０
万
円

応
急
災
害
復
旧
工
事

１
０
０
０
万
円

主
な
審
議

○
飲
食
・
食
品
小
売
業
コ
ロ
ナ

対
策
支
援
補
助
金
に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

補
助
金
に
該
当

す
る
支
援
の
基
準
が
設
け
ら
れ

て
い
る
の
か
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

商
工
会

の
事
業
で
あ
り
、
補
助
金
交
付

要
綱
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

○
河
川
監
視
カ
メ
ラ
、
道
路
状

況
の
周
知
に
つ
い
て

▼
森
永
議
員　

河
川
カ
メ
ラ
の

画
像
を
見
や
す
く
で
き
な
い

か
。
災
害
時
の
道
路
状
況
を
知

ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

画
像
が

見
に
く
い
現
象
は
改
良
し
て
い

く
。
道
路
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
周
知
し
て
い
た
が
今
後
は

他
の
手
段
も
活
用
し
て
い
く
。

原
案
可
決

●
専
決
処
分
の
報
告

一
般
会
計
補
正
（
第
７
号
）

主
な
事
業

災
害
廃
棄
物
処
理
委
託
料

８
９
７
万
円

農
業
用
施
設
災
害
応
急
措
置
事

業
補
助
金　
　
　

５
０
０
万
円

主
な
審
議

○
新
富
町
職
員
派
遣
に
つ
い
て

▼
井
野
議
員　

派
遣
先
、
派
遣

期
間
、
住
ま
い
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

▽
総
務
課
長　

公
共
土
木
担
当

で
12
月
31
日
ま
で
、杉
田
下
の
ま

ち
づ
く
り
住
宅
に
住
ん
で
い
る
。

承　
　

認

●
補
正
予
算

一
般
会
計
補
正
（
第
８
号
）

主
な
事
業

南
小
国
町
派
遣
職
員
給
与
等
負

担
金　
　
　
　
　

６
７
０
万
円

財
政
調
整
基
金
積
立
金

２
億
８
０
０
０
万
円

災
害
廃
棄
物
公
費
・
解
体
撤
去

委
託
料　
　
　
　

８
８
５
万
円

災
害
廃
棄
物
解
体
・
撤
去
済
償

還
金　
　
　
　
　

８
４
８
万
円

水
道
事
業
特
別
会
計
繰
出
金

２
４
５
１
万
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
繰

出
金　
　
　
　

１
７
１
２
万
円

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総

合
支
援
交
付
金
（
被
災
農
業
者

支
援
型
） 　
　

２
７
０
０
万
円

農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工

事
事
業
補
助
金
１
０
０
０
万
円

黒
川
温
泉
ふ
れ
あ
い
広
場
ト
イ

レ
修
繕
補
助
金　

５
９
４
万
円

農
地
災
害
復
旧
工
事

９
６
０
０
万
円

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
工
事

１
億
９
４
０
０
万
円

林
道
災
害
復
旧
工
事

５
０
０
０
万
円

公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
工
事

９
億
５
０
０
０
万
円

主
な
審
議

○
農
地
農
業
用
施
設
災
害
復
旧

事
業
補
助
金
に
つ
い
て

▼
児
玉
議
員　

農
業
用
施
設
は

　

令
和
２
年
第
２
回
臨
時
会
が
、
７
月
29
日
に
開
か
れ
た
。

　

専
決
処
分
の
報
告
、
補
正
予
算
な
ど
４
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の
３
日

間
開
か
れ
た
。
一
般
質
問
に
は
５
人
が
登
壇
し
、
町
長
の
施
策
を
質
し

た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
令
和
元
年
度
決
算
の
認
定
を
は
じ
め
、
補

正
予
算
、条
例
改
正
、委
員
の
選
任
同
意
な
ど
31
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

　

令
和
２
年
７
月　

第
２
回
臨
時
会

　

令
和
２
年
９
月　

第
３
回
定
例
会
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ど
の
よ
う
な
も
の
が
対
象
と
な

る
の
か
。
事
業
の
周
知
は
ど
の

よ
う
に
行
う
の
か
。

▽
農
林
課
長　

現
に
農
業
に
利

用
さ
れ
て
い
る
農
道
・
水
路
・

頭
首
工
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
周

知
に
つ
い
て
は
、
告
知
放
送
や

文
字
放
送
を
予
定
し
て
い
る
。

○
観
光
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て

▼
佐
藤
議
員　

発
行
部
数
と
配

付
先
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　
１
０
０
０

部
作
製
。
宿
泊
施
設
・
飲
食
店
・

小
売
店
な
ど
に
配
付
予
定
。

○
林
道
災
害
復
旧
に
つ
い
て

▼
穴
井
千
秋
議
員　

ど
れ
く
ら

い
の
被
害
と
件
数
が
あ
る
の
か
。

▽
建
設
課
長　

立
岩
線
・
小
原

線
・
上
の
山
線
の
３
路
線
分
を

計
上
。
特
に
立
岩
線
に
つ
い
て

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
倒
壊
も
あ
り

工
事
費
が
嵩
ん
で
い
る
。

○
矢
ヶ
部
住
宅
に
つ
い
て

▼
森
永
議
員　

備
品
の
内
容

は
。
周
知
の
方
法
は
。

▽
ま
ち
づ
く
り
課
長　

エ
ア
コ

ン
と
そ
の
設
置
費
用
並
び
に
テ

レ
ビ
の
購
入
。
周
知
は
、
コ
ロ

ナ
の
終
息
状
況
を
見
て
今
後

行
っ
て
い
く
。

○
ミ
ス
テ
リ
ー
ロ
ー
ド
の
復
旧

に
つ
い
て

▼
井
上
議
員　

今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

▽
建
設
課
長　

８
月
に
県
代
行

が
決
定
。
10
月
に
調
査
ボ
ー
リ

ン
グ
の
完
了
、
11
月
農
政
局
事

前
協
議
、
12
月
査
定
、
年
度
内

発
注
の
予
定
。
早
く
て
も
来
年

度
い
っ
ぱ
い
は
か
か
る
と
思
わ

れ
る
。　
　
　
　

原
案
可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補

正
（
第
２
号
）

主
な
事
業

療
養
給
付
費
支
払
基
金
積
立
金

６
４
５
万
円

原
案
可
決

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
（
第
１
号
）

主
な
事
業

一
般
会
計
繰
出
金　
　

67
万
円

原
案
可
決

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

（
第
２
号
）

主
な
事
業

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託

料　
　
　
　
　
　

１
６
９
万
円

介
護
給
付
費
準
備
基
金
積
立
金

１
４
７
８
万
円

介
護
給
付
費
負
担
金
等
返
還
金

５
６
９
万
円

主
な
審
議

○
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
拠
点

施
設
整
備
費
補
助
金
に
つ
い
て

▼
矢
津
田
議
員　

グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
森
園
は
小
国
町
社
協
が

運
営
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

▽
福
祉
課
長　

施
設
の
所
在
町

村
か
ら
の
補
助
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
本
町
か
ら
支
出
す
る
。

原
案
可
決

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

（
第
２
号
）

主
な
事
業

水
道
会
計
財
政
基
金
積
立
金

７
２
７
万
円

地
方
債
償
還
金
元
金

３
１
７
０
万
円

原
案
可
決

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
補
正
（
第
２
号
）

主
な
事
業

農
業
集
落
排
水
事
業
基
金
積
立

金　
　
　
　
　
　
　
　

94
万
円

原
案
可
決

特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正（
第
１
号
）

主
な
事
業

特
定
地
域
生
活
排
水
事
業
基
金

積
立
金　
　
　
　
　
　

50
万
円

原
案
可
決

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
（
第
３
号
）

主
な
事
業

公
共
下
水
道
事
業
基
金
積
立
金

５
１
１
万
円

修
繕
料　
　
　
　

１
０
０
万
円

原
案
可
決

●
令
和
元
年
度
決
算

▼
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
（
７
会
計
）　

認　
　

定

▼
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資
金

不
足
比
率　
　
　

報　
　

告

●
条
例
の
制
定
、
改
正

▼
南
小
国
町
立
学
校
教
職
員
住

宅
及
び
へ
き
地
学
校
教
職
員
住

宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
長
の
給
料
の
減
額

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

※
給
料
10
分
の
１
を
３
か
月

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
の
減
額
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

※
議
長
報
酬
10
分
の
１
を
３

か
月　
　
　
　

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
行
政
手
続
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
住
民
自
治
組
織
設

置
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

原
案
可
決

▼
南
小
国
町
営
農
林
業
担
い
手

住
宅
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

総
務
文
教
常
任
委
員
会
付
託

（
委
員
長
報
告
）

原
案
可
決

●
南
小
国
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

原
案
可
決

●
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

千
光
寺　

橋
本
和
香
美　

氏

同　
　

意

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

平　
　
　

嶋
﨑　

俊
秀　

氏

同　
　

意

●
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結

▼
町
道
中
湯
田
赤
迫
線
道
路
改

良
工
事

87
万
円
を
増
額
し
５
０
６
５
万

円
で
変
更
契
約
締
結

　

契
約
の
相
手
方

　
　
　

有
限
会
社
髙
本
産
業

原
案
可
決

●
請
願

▼
核
兵
器
禁
止
条
約
の
早
期
発

効
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請

願　
　
　
　
　
　

不
採
択

●
陳
情

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
伴
う
地
方
財
政
の

急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て　

採　
　

択

▼
小
田
川
・
長
田
川
の
河
川
堤

防
・
改
修
に
関
す
る
陳
情

経
済
建
設
常
任
委
員
会
付
託

▼
小
田
川
の
河
川
復
旧
と
改
修

に
つ
い
て
の
陳
情

経
済
建
設
常
任
委
員
会
付
託
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令和元年度　決算認定
令和元年度　一般会計決算

令和元年度　特別会計決算

歳入　51億 4011 万円
科　　目 金　　額

地方交付税 17 億9464 万円

寄付金 7 億4775 万円

繰越金 6 億1536 万円

国庫支出金 4 億5466 万円

町税 4 億4873 万円

県支出金 4 億3201 万円

町債 1 億7329 万円

分担金及び負担金 1 億3759 万円

諸収入 8088 万円

地方消費税交付金 7639 万円

その他 1 億7879 万円

歳出　44億 8671 万円
歳出区分 金　　額

総務費 12 億9090 万円

民生費 6 億5748 万円

衛生費 5 億6683 万円

災害復旧費 4 億6666 万円

農林水産業費 4 億743 万円

教育費 2 億8681 万円

公債費 2 億8442 万円

土木費 2 億5627 万円

消防費 1 億3093 万円

商工費 8509 万円

議会費 5389 万円

　令和元年度一般会計は、歳入総額 51 億 4011 万円から歳出総額 44 憶 8671 万円を差し引くと 
6 億 5340 万円となる。差引額の中に翌年度への繰越財源として 5341 万円が含まれているので、こ
れを差し引いた 5 億 9999 万円が黒字となり、翌年度に繰り越された。歳出の性質的な内訳は、性質
別分類比較表のとおりである。　　　　　※表示単位未満四捨五入のため、合計と一致しない場合があります。

特別会計名 歳　　入 歳　　出

国民健康保険特別会計 6 億 5317 万円 6 億 3027 万円

後期高齢者医療特別会計 5744 万円 5677 万円

介護保険特別会計 6 億 2507 万円 6 億 460 万円

水道事業特別会計 2 億 495 万円 1 億 9042 万円

農業集落排水事業特別会計 3322 万円 3134 万円

特定地域生活排水処理事業特別会計 1496 万円 1396 万円

公共下水道事業特別会計 1 億 7678 万円 1 億 6657 万円

合計 17億 6558 万円 16 億 9393 万円

※表示単位未満四捨五入のため、合計と一致しない場合があります。
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監
査
委
員
の
決
算
意
見
書

監
査
委
員　

下
城
宣
夫

井
野
和
哉

　

令
和
元
年
度
南
小
国
町
一
般
会
計
他

７
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
書
に
対
し

て
町
監
査
委
員
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
意
見
書
の
抜
粋
を
紹
介

し
ま
す
。

　

審
査
し
た
一
般
会
計
他
７
特
別
会
計

は
、
関
係
諸
帳
簿
、
証
拠
書
類
を
照
合

し
た
結
果
、
適
正
な
も
の
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

●
意
見
書
の
抜
粋

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
の
も

と
、
本
町
は
平
成
28
年
４
月
の
熊
本
地

震
災
害
、
平
成
29
年
７
月
の
豪
雨
災
害

と
立
て
続
け
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
よ

う
な
中
、
令
和
元
年
度
は
前
年
度
に
引

き
続
き
、
災
害
復
旧
・
復
興
事
業
に
取

り
組
む
年
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
平
成

27
年
に
策
定
さ
れ
た
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
４
つ
の
基
本
目

標
を
柱
と
し
て
、
各
課
に
お
い
て
も
そ

歳 出 の 性 質 別 分 類 比 較 表（一般会計）
単位：万円、％

年　　度
性　質　別

平成 30 年度 令和元年度 対 前 年 度
増 減 率決算額 構成比 決算額 構成比

義
務
的
経
費

人 件 費 6 億 6659 16.2 6 億 9166 15.8 3.8
扶 助 費 2 億 8423 6.9 3 億 1215 7.1 9.8
公 債 費 2 億 8333 6.9 2 億 8285 6.5 △ 0.2

計 12 億 3415 30.0 12 億 8666 29.5 4.3

経

常

的

経

費

物 件 費 5 億 4868 13.3 6 億 5400 15.0 19.2
維 持 補 修 費 1682 0.4 1433 0.3 △ 14.8
補 助 費 等 7 億 7820 18.9 10 億 2913 23.6 32.2
積 立 金 1 億 510 2.6 2 億 454 4.7 94.6
投 資 及 び
出 資 金・ 貸 付 金 84 0.0 72 0.0 △ 14.3
繰 出 金 3 億 6730 8.9 3 億 4227 7.8 △ 6.8

計 18 億 1694 44.2 22 億 4499 51.4 23.6

投
資
的

経

費

普 通 建 設 事 業 費 6 億 3985 15.6 3 億 6775 8.4 △ 42.5
災 害 復 旧 事 業 費 4 億 2234 10.3 4 億 6666 10.7 10.5

計 10 億 6219 25.8 8 億 3441 19.1 △ 21.4
合　　　計 41 億 1327 100.0 43 億 6606 100.0 6.1

※決算統計による性質別分類表のため歳出総額とは一致しません。
※表示単位未満四捨五入のため、合計と一致しない場合があります。

令 和 元 年 度 の 主 要 事 業
実 施 事 業 名 事業費（万円）

ローカルベンチャー事業 3997
新総合計画策定支援業務委託 1151
地籍調査委託 3752
熊本地震による座標補正業務委託 1403
ふるさと納税事業 4 億 213
適正化事業頭首工改修工事 2951
木質バイオマスボイラー導入事業 4937
商工会プレミアム補助金 1119
ＤＭＯ設立支援・地域経済活性化事業 2449
町道中湯田赤迫線道路改良工事

（繰越明許） 3757

実 施 事 業 名 事業費（万円）

町道手形野線（陣内橋）
橋梁補修工事（繰越明許） 3099

市原団地 1 号棟外壁改修工事 1793
消防団設備整備事業（繰越明許） 1026
小中学校空調設備整備事業（繰越明許） 6800
農地災害復旧工事（繰越明許、事故繰越） 6430
過年度農業用施設災害復旧工事 2209
農業用施設災害復旧工事

（繰越明許、事故繰越） 1 億 3351

公共土木施設災害復旧工事（繰越明許） 2 億 2732
簡易水道配水管布設替工事（繰越明許） 3359
公共下水道下水管渠布設工事（繰越明許） 2082
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こ
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
新
た
な
事

業
に
つ
い
て
、
少
し
づ
つ
取
り
組
ん
で

き
て
い
る
。

　

決
算
状
況
を
見
て
み
る
と
、
一
般

会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算

総
額
は
、
歳
入
で
69
億
５
６
９
万
円
、

歳
出
で
61
億
８
０
６
４
万
円
で
あ
り
、

前
年
度
と
比
較
し
て
、
歳
入
で
３
憶

３
４
０
２
万
円
（
５
・
08
％
）
の
増
、

歳
出
も
３
億
４
３
５
０
万
円
（
５
・

88
％
）
の
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
実
質

収
支
は
、
６
億
７
１
６
４
万
円
の
黒
字

と
な
っ
て
い
る
。

　

財
政
力
指
数
は
昨
年
度
と
同
様
０
・

21
ポ
イ
ン
ト
で
、
経
常
収
支
比
率
は

89
・
２
ポ
イ
ン
ト
（
９
・
８
ポ
イ
ン
ト

減
）、
実
質
公
債
費
比
率
は
５
・
９
ポ
イ

ン
ト
（
０
・
２
ポ
イ
ン
ト
減
）
と
な
っ

て
い
る
。
前
年
度
よ
り
財
政
状
況
は
良

好
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
も
、
財
政
指

標
の
改
善
に
つ
い
て
は
、
よ
り
一
層
の

努
力
を
期
待
す
る
。

　

町
税
収
入
は
前
年
度
と
比
較
し
て

９
８
１
万
円
（
２
・
24
％
）
の
増
と
な
っ

て
お
り
、
収
入
未
済
額
は
１
２
６
３
万

円
と
な
り
、昨
年
度
よ
り
70
万
円
（
５
・

23
％
）
の
減
と
な
っ
て
い
る
。
町
税
収

入
増
の
主
な
要
因
は
、
熊
本
地
震
で
被

害
を
受
け
た
旅
館
業
の
営
業
再
開
に
よ

る
法
人
町
民
税
、
旅
館
業
の
増
築
に
よ

る
固
定
資
産
税
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。
税
以
外
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
徴
収
業
務
に
つ
い
て
も
、
南
小
国

町
債
権
管
理
条
例
に
よ
り
各
担
当
課
で

連
携
を
取
り
、
悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い

て
は
法
的
な
措
置
も
検
討
し
、
財
源

の
確
保
と
負
担
の
公
平
原
則
の
う
え
か

ら
も
よ
り
一
層
頑
張
っ
て
も
ら
い
た
い
。

ま
た
、
差
し
押
さ
え
る
財
産
の
無
い
も

の
や
所
在
不
明
者
に
つ
い
て
は
、
執
行

停
止
処
分
な
ど
の
適
正
な
対
応
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。

　

各
施
設
の
維
持
管
理
・
各
種
委
託
の

取
扱
い
、
慢
性
的
と
見
ら
れ
る
補
助
金

な
ど
見
直
す
も
の
も
多
く
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
経
常
収
支
比
率
は
今
回
大
き
く

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
高
止
ま
り
の

傾
向
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
経
常

的
経
費
の
一
層
の
削
減
に
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

　

７
つ
の
特
別
会
計
に
つ
い
て

は
、
実
質
収
支
は
い
ず
れ
も
黒
字

に
な
っ
て
い
る
が
、
一
般
会
計
か
ら

２
億
６
５
１
１
万
円
の
繰
出
金
が
あ

る
。
依
然
と
し
て
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
に
依
存
し
て
い
る
。
今
後
も
独
立

採
算
を
基
本
と
し
て
、
経
常
的
経
費
の

減
少
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
と
め
と
し
て
、

①
財
政
健
全
化
審
査
に
つ
い
て
は
、
概

ね
良
好
な
数
字
に
な
っ
て
い
る
。
実
質

公
債
費
比
率
・
将
来
負
担
比
率
と
も
に
、

前
年
度
よ
り
改
善
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
令
和
２
年
度
に
お
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
７
月
豪
雨

災
害
に
対
し
、
様
々
な
対
策
や
施
策
が

と
ら
れ
て
い
る
状
況
を
鑑
み
る
と
、
国

の
財
政
支
援
や
、
昨
年
度
以
上
に
伸

び
て
い
る
ふ
る
さ
と
納
税
が
あ
る
も
の

の
、楽
観
視
は
で
き
な
い
。
今
後
も
個
々

の
要
因
を
分
析
し
、
抑
制
に
向
け
た
適

正
な
財
政
管
理
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
税
と
保
険
料
・
使
用
料
及
び
負
担
金

等
の
徴
収
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引

き
続
き
滞
納
額
が
０
円
と
な
っ
て
い
る

科
目
が
あ
り
、
担
当
職
員
の
努
力
は
基

よ
り
、
担
当
課
間
の
横
の
連
携
が
う
ま

く
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と
評
価
す
る
。

悪
質
な
滞
納
者
に
つ
い
て
は
今
後
も
法

的
措
置
を
と
る
な
ど
、
徴
収
業
務
の
更

な
る
強
化
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

コ
ロ
ナ
禍
や
豪
雨
災
害
に
よ
る
収
入
減

や
経
営
状
況
の
悪
化
な
ど
、
今
後
の

収
納
率
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。
今
ま

で
以
上
の
担
当
課
間
の
連
携
に
期
待
す

る
。

③
歳
出
に
多
額
の
不
用
額
が
発
生
し
て

い
る
科
目
が
見
受
け
ら
れ
る
。
繰
越
明

許
や
事
故
繰
越
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

も
の
も
あ
る
と
思
う
が
、
年
度
途
中
の

減
額
補
正
な
ど
に
よ
る
適
正
な
処
理
を

望
む
。

④
課
員
の
不
適
切
な
事
務
処
理
に
よ

り
、
町
の
財
政
に
影
響
を
与
え
た
。
こ

の
こ
と
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
指
導
監

督
の
徹
底
を
行
い
、
特
に
課
を
ま
た
ぐ

事
務
に
つ
い
て
は
、
横
の
連
携
を
緊
密

に
し
、
事
務
処
理
ミ
ス
の
防
止
に
努
め

て
も
ら
い
た
い
。
併
せ
て
、
財
政
援
助

団
体
等
の
指
導
も
お
願
い
し
た
い
。

⑤
平
成
28
年
熊
本
地
震
・
平
成
29
年

７
月
豪
雨
災
害
関
連
の
事
業
が
ほ
ぼ
完

了
と
な
っ
て
い
た
矢
先
、
７
月
豪
雨
災

害
に
よ
り
本
町
も
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。災
害
関
連
業
務
が
増
え
て
い
く
中
、

今
後
も
担
当
職
員
の
業
務
負
担
に
対
す

る
対
策
を
講
じ
な
が
ら
、
一
日
で
も
早

い
復
旧
・
復
興
を
お
願
い
し
た
い
。
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採決結果

議案番号 事　件　名
採決
結果

穴
井
則
之

佐
藤
　
毅

井
野
和
哉

井
上
則
臣

矢
津
田
道
夫

下
城
孔
志
郎

児
玉
秀
次
郎

穴
井
千
秋

森
永
一
美

平
野
昭
夫

7月臨時会（7月29日）
議案第66号 専決処分の報告について（令和２年度南小国町一般会計補正予算書（第５号）） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第67号 専決処分の報告について（令和２年度南小国町水道事業特別会計補正予算書（第１
号）） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第68号 専決処分の報告について（令和２年度南小国町公共下水道事業特別会計補正予算
書（第２号）） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第69号 令和２年度南小国町一般会計補正予算書（第６号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9月定例会（9月15日、16日、17日）
議案第70号 専決処分の報告について（令和２年度南小国町一般会計補正予算書（第７号）） 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第71号 南小国町立学校教職員住宅及びへき地学校教職員住宅条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第77号 令和元年度南小国町一般会計歳入歳出決算書 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第78号 令和元年度南小国町国民健康保険特別会計歳入歳出決算書 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第79号 令和元年度南小国町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算書 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第80号 令和元年度南小国町介護保険特別会計歳入歳出決算書 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第81号 令和元年度南小国町水道事業特別会計歳入歳出決算書 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第82号 令和元年度南小国町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算書 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第83号 令和元年度南小国町特定地域生活排水処理事業特別会計歳入歳出決算書 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第84号 令和元年度南小国町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算書 認定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

報告第2号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告について

陳情第4号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書の提出について 採択 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第73号 南小国町長の給料の減額に関する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第2号 南小国町議会議員の議員報酬の減額に関する条例の制定について 可決 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第74号
南小国町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法
律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正す
る条例の制定について

可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第75号 南小国町住民自治組織設置条例の全部を改正する条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第76号 南小国町過疎地域自立促進計画の一部変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第85号 令和２年度南小国町一般会計補正予算書（第８号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第86号 令和２年度南小国町国民健康保険特別会計補正予算書（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第87号 令和２年度南小国町後期高齢者医療特別会計補正予算書（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第88号 令和２年度南小国町介護保険特別会計補正予算書（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第89号 令和２年度南小国町水道事業特別会計補正予算書（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第90号 令和２年度南小国町農業集落排水事業特別会計補正予算書（第２号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第91号 令和２年度南小国町特定地域生活排水処理事業特別会計補正予算書（第１号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第92号 令和２年度南小国町公共下水道事業特別会計補正予算書（第３号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第93号 人権擁護委員候補者の推薦について 同意 全員賛成

議案第94号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 全員賛成

議案第95号 工事請負変更契約の締結について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願第1号 核兵器禁止条約の早期発効を求める意見書提出の請願 不採択 × × × × × × 〇 〇 ×

委員長報告 
付託議案第

72号
南小国町営農林業担い手住宅条例の制定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

発議第3号 新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源
の確保を求める意見書の提出について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇…賛成、　×…反対、　欠…欠席
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ＳＭＯと観光協会の運営について
井上　則臣　議員

【
議
員
】
質
問
に
先
立
ち
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
復
旧
に
携
わ
る
皆
様
に
敬
意
を

表
す
る
と
同
時
に
、
農
業
の
ウ
ン
カ
被
害
に
、
何
ら
か
の
支

援
を
お
願
い
し
た
い
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｏ
と
観
光
協
会
と
の
運
営
面
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
解
り
づ
ら
い
と
の
声
が
あ
る
。
元
々
こ
の
２
つ
は
、
欧
州

版
観
光
公
社
を
元
と
し
て
立
ち
上
げ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

【
町
長
】
答
弁
の
前
に
。
ウ
ン
カ
被
害
に
つ
い
て
、
充
分
認
識

し
、
現
在
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
経
済
建
設
委
員
会
と
共
に
、

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｓ
Ｍ
Ｏ
設
立
時
に
、
観
光
協
会
と
の
合
同
も
考
え
た
が
、

団
体
構
成
に
違
い
が
あ
り
、
短
期
間
で
の
議
論
で
は
判
断
で

き
な
い
と
結
論
し
た
。
現
在
、
収
益
を
生
む
事
業
は
Ｓ
Ｍ
Ｏ
、

収
益
を
生
ま
な
い
事
業
は
観
光
協
会
と
、
役
割
を
分
担
し
て

運
営
し
て
い
る
。

【
議
員
】
現
在
Ｓ
Ｍ
Ｏ
は
、
①
地
域
商
社
機
能
②
観
光
振
興
③

町
の
情
報
・
宣
伝
発
信
④
町
の
未
来
づ
く
り
⑤
ふ
る
さ
と
納

税
振
興
と
、
５
つ
の
事
業
を
確
立
し
、
町
の
未
来
へ
の
芽
を

伸
ば
そ
う
と
日
夜
努
力
し
て
い
る
。
こ
の
５
つ
の
芽
を
公
社

事
業
部
と
し
て
確
立
出
来
な
い
か
。

【
町
長
】
お
っ
し
ゃ
る
通
り
、
５
つ
の
部
門
を
事
業
部
と
し
て

展
開
し
て
い
る
。
地
域
商
社
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
情
報
を

活
か
し
、
地
場
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
、
観
光
や
ふ
る
さ
と
納
税
で

稼
ぎ
、
町
の
未
来
に
繋
が
り
町
に
還
元
す
る
ま
ち
づ
く
り
公

社
兼
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
し
て
、
利
潤
を
追
求
す
る
だ
け
で
な
く
、
広

く
地
域
内
外
の
人
々
、
団
体
と
を
つ
な
ぎ
、
地
域
経
済
と
共

に
発
展
し
て
い
く
よ
う
、
皆
様
に
必
要
と
さ
れ
る
組
織
と
し

た
い
。

大観峰トンネル建設へ向けて
地域防災力の向上につながる取り組みを

佐藤　毅　議員

大
観
峰
ト
ン
ネ
ル
構
想

【
議
員
】
北
側
復
旧
道
路
「
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
」
が
開
通
す
る
。
滝

室
坂
ト
ン
ネ
ル
も
、
工
事
が
進
ん
で
い
る
。
今
後
、
中
九
州
横
断

道
路
等
、
道
路
交
通
網
整
備
が
加
速
さ
れ
て
い
く
。
豪
雨
被
害
で
、

生
活
道
路
が
通
行
止
め
と
な
り
、
多
く
の
問
題
が
発
生
し
た
。
大
観

峰
ト
ン
ネ
ル
が
必
要
と
改
め
て
考
え
た
。
大
観
峰
付
近
は
、
豪
雨
時

の
路
肩
崩
壊
の
危
険
や
降
雪
積
雪
時
や
濃
霧
の
時
な
ど
安
全
走
行
に

支
障
が
出
る
。
今
後
の
災
害
発
生
時
の
代
替
路
の
確
保
、
生
活
道

路
と
し
て
の
走
行
性
の
向
上
、
都
市
圏
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
の

目
的
と
し
て
、
大
観
峰
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
向
け
て
の
動
き
を
加
速

さ
せ
る
時
期
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
二
重
峠
ト
ン
ネ
ル
を
は
じ
め
、
九
州
の
横
軸
を
結
ぶ
動

き
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
７
月
豪
雨
で
生
活
道
路
が
一
時
通
行

止
め
と
な
り
、
地
域
住
民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
が
で
た
。
道
路

と
は
住
民
の
生
活
や
命
を
守
る
も
の
で
あ
り
、
経
済
活
動
を
高
め

て
い
く
上
で
根
幹
と
な
り
得
る
も
の
。
大
観
峰
ト
ン
ネ
ル
は
、
小

国
郷
の
住
民
に
と
っ
て
長
年
の
夢
。
必
要
性
を
共
有
し
て
い
る
小

国
町
長
と
の
協
議
を
進
め
、
期
成
会
等
の
設
置
も
検
討
す
る
。

地
域
防
災
力
の
向
上

【
議
員
】
高
齢
化
、
人
口
減
少
が
進
み
、
自
治
会
活
動
・
運
営
が

難
し
く
な
っ
て
い
る
。
介
護
予
防
等
の
地
域
支
援
、
防
災
減
災
対

策
、
防
災
訓
練
の
実
施
、
担
う
役
割
は
増
加
し
て
い
る
。
自
治
会

活
動
を
促
進
し
て
、
官
民
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
資
金
を

含
め
た
支
援
も
必
要
で
は
。
特
に
防
災
の
面
に
お
い
て
は
、
平
時

か
ら
の
備
え
が
重
要
で
、
地
域
の
み
の
力
で
は
充
分
な
準
備
は
で

き
な
い
。

【
町
長
】
自
治
会
の
自
主
防
災
活
動
は
、
避
難
所
の
運
営
等
、
防
災

行
政
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
積
極

的
か
つ
効
果
的
な
支
援
を
行
う
。
活
発
な
活
動
を
行
う
自
治
会
に

対
し
、
財
政
的
な
支
援
を
行
い
、
地
域
防
災
力
向
上
の
観
点
か
ら
、

防
災
訓
練
へ
の
職
員
派
遣
、
防
災
情
報
・
教
材
の
提
供
、
防
災
士

資
格
取
得
支
援
等
行
っ
て
い
く
。
情
報
把
握
、
収
集
の
観
点
か
ら

デ
ジ
タ
ル
化
も
検
討
す
る
。
自
治
会
の
実
情
、
課
題
を
把
握
し
て
、

活
動
が
活
発
に
な
る
よ
う
支
援
を
継
続
し
て
い
く
。
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妊娠出産後の支援制度について
町のキャッシュレス化は？

森永　一美　議員

住民健診の受診率をあげるためには
コロナ禍における今後の学校教育は

井野　和哉　議員

妊
娠
・
出
産
後
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
も
手
厚
く
有
難
い
。
更
に
子
育
て

世
帯
の
生
活
に
寄
り
添
う
た
め
以
下
４
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
購
入
補
助
金

【
議
員
】
補
助
金
申
請
が
出
産
後
と
な
っ
て
い
る
が
、購
入
直
後
（
出

産
前
）
に
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
妊
娠
出
産
に
関
す
る
補
助
一
覧

を
作
成
し
、
母
子
手
帳
交
付
時
に
渡
す
な
ど
周
知
徹
底
を
。

【
町
長
】
申
請
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
補
助
の
周
知
を
行
っ
て
い
く
。

【
総
務
課
長
】
申
請
は
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

②
子
ど
も
用
品
や
お
も
ち
ゃ
の
リ
ユ
ー
ス

【
議
員
】
各
家
庭
に
同
様
の
グ
ッ
ズ
が
あ
り
、
不
要
に
な
っ
た
物

は
処
分
さ
れ
て
い
る
。
町
で
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
仕
組
み
が
あ
れ

ば
家
計
支
援
に
な
り
、
ゴ
ミ
減
量
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
他
自
治
体
や
団
体
の
事
例
を
踏
ま
え
協
議
し
て
い
く
。

③
産
後
の
自
宅
生
活
サ
ポ
ー
ト

【
議
員
】
第
二
子
以
降
の
出
産
も
多
く
、
産
後
か
ら
自
宅
生
活
さ

れ
る
方
も
多
い
。
町
内
で
、
産
後
の
家
事
サ
ポ
ー
ト
・
産
後
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど
自
宅
生
活
サ
ポ
ー
ト
を
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る

の
で
、
そ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
等
の
支
援
体
制
構
築
を
。

【
町
長
】
乳
児
全
戸
訪
問
の
際
に
希
望
す
る
サ
ポ
ー
ト
内
容
を
把

握
し
、
実
施
可
能
か
判
断
し
て
い
く
。
担
当
課
と
協
議
し
て
い
く
。

④
避
難
所

【
議
員
】
子
育
て
世
帯
は
、
子
ど
も
が
騒
い
だ
り
夜
泣
き
を
し
て

迷
惑
を
か
け
る
か
も
し
れ
な
い
等
の
理
由
か
ら
避
難
所
に
行
き
に

く
い
。
子
育
て
世
帯
向
け
の
避
難
所
を
設
け
る
、
も
し
く
は
広
域

で
阿
蘇
市
の
大
型
宿
泊
施
設
と
提
携
し
て
、
災
害
時
に
避
難
で
き

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
子
育
て
世
帯
で
も
気
兼
ね
な
く
避
難
で
き
る
体
制
づ
く

り
を
す
る
。

【
総
務
課
長
】
広
域
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
た
避
難
は
、
移
動
時
の

安
全
や
費
用
な
ど
課
題
も
あ
る
だ
ろ
う
が
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
導
入
を
！

【
議
員
】
６
年
ほ
ど
前
か
ら
商
工
会
・
観
光
協
会
を
中
心
に
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
を
推
進
し
、
現
に
多
く
の
施
設
で
導
入
さ
れ
て
い
る
が
、

役
場
内
は
未
だ
現
金
払
い
が
主
流
で
あ
る
。
国
も
推
進
し
て
い
る

が
、
役
場
内
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
？

【
町
長
】
デ
ジ
タ
ル
化
は
業
務
効
率
化
な
ど
で
必
要
だ
と
思
う
。
町

民
の
意
向
や
他
自
治
体
の
動
向
を
見
な
が
ら
今
後
判
断
し
て
い
く
。

【
議
員
】
現
在
、
住
民
健
診
の
受
診
率
は
50
％
程
度
と
聞
い
て

い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
方
法
で
、
受
診
率
の
向
上
を
目

指
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
今
年
よ
り
特
定
健
診
の
受
診
年
齢
を
30
歳
か
ら
19
歳

へ
引
き
下
げ
、
健
診
後
に
結
果
説
明
会
と
、
筋
力
測
定
や
体

力
測
定
を
行
う
フ
レ
イ
ル
健
診
を
同
時
に
実
施
す
る
。

【
議
員
】
健
診
率
は
少
し
ず
つ
伸
び
て
い
る
反
面
、
各
種
ガ
ン

の
受
診
率
は
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
改
善
に
特
に
力

を
入
れ
る
べ
き
で
は
。

【
町
民
課
長
】
今
年
度
、
特
定
健
診
未
受
診
者
の
方
を
対
象
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
基
に

個
別
訪
問
等
を
行
い
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に
受
診
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

【
議
員
】
今
年
度
の
小
中
学
校
の
学
校
生
活
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
今
ま
で
に
な
い
対
応
を
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ら
の
対
応
に
併
せ
て
、
季
節
性
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
対
応
も
必
要
に
な
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
こ
れ
か
ら
は
暖
房
器
具
の
使
用
が
多
く
な
る
と
思
う

が
、
定
期
的
な
換
気
を
行
う
こ
と
で
、
室
温
の
低
下
も
考
え

ら
れ
る
の
で
、
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
だ
け
で
な
く
、
エ
ア
コ

ン
の
併
用
も
認
め
る
な
ど
対
応
す
る
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
に
努
力
し
、
通
常
の
教
育
活

動
や
授
業
が
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
教
育
委
員
会
事
務
局
長
】
学
校
の
行
事
等
に
つ
い
て
は
、
規

模
を
縮
小
し
た
り
、
や
り
方
を
工
夫
し
な
が
ら
、
で
き
る
だ

け
環
境
を
整
え
、
学
校
と
保
護
者
の
協
力
の
下
で
最
大
限
実

施
し
て
い
く
。
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今後の治山治水対策は
穴井　則之　議員

【
議
員
】
近
年
の
自
然
災
害
の
中
で
、「
ゲ
リ
ラ
豪
雨
」
や
「
線

状
降
水
帯
」、「
過
去
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
」
等
の

言
葉
を
多
く
聞
く
。
本
町
に
お
い
て
も
７
月
豪
雨
に
よ
り
甚

大
な
被
害
が
出
た
。
降
水
量
の
多
さ
は
も
ち
ろ
ん
、
流
木
の

発
生
で
被
害
が
増
大
し
た
。
人
工
林
の
増
加
に
反
し
、
手
入

れ
の
行
き
届
か
な
い
山
林
の
崩
壊
が
進
み
、
被
害
が
甚
大
化

し
て
い
る
。
近
年
の
豪
雨
災
害
の
傾
向
だ
。
人
工
林
を
多
く

抱
え
る
本
町
の
治
山
治
水
の
対
策
は
急
務
と
思
わ
れ
る
。

【
町
長
】
７
月
豪
雨
に
よ
り
本
町
も
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し

た
。
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
が
起
こ
り
、
家
屋
、
道
路
や

河
川
の
護
岸
等
の
公
共
土
木
施
設
、
農
地
農
業
土
木
施
設
等

に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
白
川
地
区
に
お
い
て
は
、
河

川
の
氾
濫
に
よ
る
床
上
浸
水
、
土
砂
堆
積
及
び
護
岸
崩
壊
等
、

特
に
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
流
木
の

発
生
も
そ
の
一
つ
と
考
え
る
。
流
木
の
発
生
原
因
と
し
て
、

多
く
は
山
腹
崩
壊
が
発
生
し
て
お
り
、
適
正
な
維
持
管
理
が

行
わ
れ
て
い
な
い
人
工
林
や
既
に
崩
壊
が
進
行
し
て
い
る
人

工
林
の
増
加
に
よ
り
、
被
害
が
増
大
し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
の
治
山
治
水
対
策
と
し
て
、
ハ
ー
ド
対
策
が
最
も
有
効

と
考
え
て
お
り
、
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
へ
の
要
望
等
を
行

い
、
計
画
的
に
治
山
施
設
や
砂
防
施
設
の
整
備
を
強
化
推
進

す
る
。
ま
た
、
森
林
の
持
つ
山
地
災
害
防
止
効
果
を
発
揮
で

き
る
よ
う
、
間
伐
や
伐
採
跡
地
の
再
造
林
等
、
適
切
な
森
林

整
備
も
併
せ
て
行
い
、
災
害
に
強
い
森
林
育
成
も
推
進
し
て

い
く
。
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境
を
つ
く
っ
て
い

く
。

令和２年　議長・議会日誌

８
　
　
月

3 合同常任委員会災害現地視察

10
　
　
　
　
月

2 県町村議長会議員研修会

3 阿蘇市町村議長会総会 5 阿蘇市町村議長会総会

5 戦没者追悼式 7 市町村総合事務組合議会定例会

6 県町村議長会理事会 9 阿蘇市町村議長会事務局長研修会

24 県町村議長会正副議長研修会 16 経済建設常任委員会

28 県町村議長会要望書提出 19 阿蘇広域議会定例会

９
　
　
月

3 熊日金婚夫婦表彰式 21 第 3 回臨時会

8 議会運営委員会 21 県町村議長会議会事務局職員研修会

15～17 第 3 回定例会 22 議会広報調査対策特別委員会

15 議会運営委員会 22 議員勉強会

15 経済建設常任委員会 30 県町村議長会理事会

17 議会広報調査対策特別委員会

23 経済建設常任委員会ウンカ被害視察

28 小国公立病院議会

29 秋の全国交通安全運動街頭指導

29 経済建設常任委員会災害陳情視察
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ウ
ン
カ
被
害
に
つ
い
て
、
経
済
建

設
常
任
委
員
会
は
９
月
23
日
に
、
ト

ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
被
害
調
査
で
町
内
全

域
を
見
て
廻
っ
た
。

　

こ
の
ト
ビ
イ
ロ
ウ
ン
カ
は
、
稲
茎

か
ら
水
分
や
養
分
を
吸
い
、
稲
を
枯

死
さ
せ
る
。

　

梅
雨
の
偏
西
風
に
乗
っ
て
中
国
南

部
や
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
飛
来
し
、
寿

命
は
１
ヶ
月
程
度
だ
が
雌
は
１
回
に

３
０
０
～
４
０
０
個
の
卵
を
産
み
、

秋
口
ま
で
複
数
回
に
わ
た
っ
て
繁
殖

を
繰
り
返
す
。

　

県
に
よ
る
と
、
今
年
は
例
年
の
18

倍
と
過
去
最
大
の
被
害
と
な
っ
て
い
る
。

　

農
業
共
済
組
合
の
被
害
調
査
も

10
月
９
日
ま
で
に
終
了
し
、
面
積

85
・
24
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
件
数
に
し
て

１
８
０
件
の
被
害
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
は
、
町
内
稲
作
面
積
の
７
～
８

割
に
あ
た
る
広
さ
で
あ
る
。

　

今
年
は
梅
雨
が
長
く
、
日
照
不
足

に
加
え
、
大
雨
・
台
風
と
気
候
変
動

が
激
し
く
、
被
害
が
大
き
く
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

今
後
こ
の
よ
う
な
被
害
が
続
く
よ

う
で
あ
れ
ば
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
稲
作
を
担
う
農
家
の
方
々
の
意
欲

が
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念

さ
れ
る
。

　

町
と
し
て
も
収
入
の
減
少
が
考
え

ら
れ
る
た
め
、
米
農
家
へ
何
ら
か
の

補
助
を
す
る
べ
き
だ
と
思
う
。

　

７
月
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
、
９
月

定
例
会
に
瀬
の
本
・
白
川
・
小
田
地

区
及
び
社
会
福
祉
法
人
昭
寿
会
よ
り

「
小
田
川
の
河
川
復
旧
と
改
修
に
つ

い
て
」
の
陳
情
が
提
出
さ
れ
た
。

　

豪
雨
後
す
ぐ
に
全
議
員
で
の
視
察

を
行
い
、
ま
た
９
月
29
日
に
は
経
済

建
設
常
任
委
員
会
で
の
現
地
視
察
を

改
め
て
行
い
、
瀬
の
本
・
白
川
・
小

田
地
区
の
自
治
会
長
や
社
会
福
祉
法

人
昭
寿
会
の
役
員
と
協
議
を
行
っ
た
。

　

そ
の
視
察
の
結
果
、
特
に
瀬
の
本

か
ら
流
れ
込
む
河
川
か
ら
の
雨
量
が

多
く
、
白
川
地
区
上
流
に
お
い
て
、

流
木
に
よ
る
被
害
拡
大
が
見
ら
れ
、

家
屋
の
床
下
・
床
上
浸
水
、
ま
た
農

地
へ
の
流
入
も
見
ら
れ
た
。

　

町
に
お
い
て
は
、
２
年
前
の
災
害

復
旧
が
よ
う
や
く
完
了
し
た
ば
か
り

だ
が
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
災
害
が

起
き
な
い
と
も
限
ら
ず
、
今
回
の
災

害
復
旧
・
復
興
に
向
け
、
町
建
設
課

に
よ
る
被
害
調
査
が
行
わ
れ
た
。

　

町
及
び
議
会
と
し
て
も
、
予
算
の

問
題
を
考
え
る
と
、
町
独
自
で
の
対

応
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
町
民

が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
早

目
の
対
策
が
望
ま
れ
る
た
め
、今
後
、

県
へ
の
早
急
な
対
応
を
要
請
す
る
こ

と
と
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
長　
　

矢
津
田　

道
夫

ウ
ン
カ
被
害
並
び
に
７
月
豪
雨
被
害

ウンカ被害状況の視察

トビイロウンカ

瀬の本地区の河川被害
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会
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２
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今
年
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
か
ら
始
ま
り
、
豪

雨
災
害
、
台
風
災
害
、
害
虫
に
よ
る
ウ
ン
カ
被
害
、

何
と
も
心
が
折
れ
る
よ
う
な
出
来
事
ば
か
り
で
、

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

９
月
定
例
議
会
は
、
一
般
質
問
５
件
、
決
算
９

件
、
補
正
予
算
９
件
、
条
例
６
件
、
陳
情
３
件
、

選
任
２
件
、
そ
の
他
３
件
と
盛
り
沢
山
の
審
議
で

し
た
。
議
場
で
は
白
熱
し
た
場
面
も
あ
り
、
真
剣

度
と
緊
張
感
で
良
い
議
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、
豪
雨
災
害
等
の
中
、
私
達
の
暮
ら

し
や
生
き
方
、
モ
ノ
の
価
値
観
、
考
え
方
な
ど
、

こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
た
な
発
想
や
、
動
き
が

出
来
始
め
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

人
口
の
過
疎
化
、
大
規
模
災
害
の
苦
難
、
今
こ

そ
地
方
創
生
の
根
底
を
見
直
し
、
地
方
議
員
は
こ

れ
ま
で
の
制
度
に
安
住
せ
ず
、
そ
の
価
値
観
を
具
体

的
に
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
思
う
今
日
で
す
。

　

皆
さ
ん
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

皆
さ
ん
、
元
気
が
一
番
で
す
。
負
け
る
な
コ
ロ

ナ
、負
け
る
な
災
害
。　
　
　
　
　
　
（
井
上
則
臣
）

　
　

発
行
責
任
者

　
　
　

議　

長　
　

平
野　

昭
夫

　
　

広
報
調
査
対
策
特
別
委
員
会

　
　
　

委
員
長　
　

森
永　

一
美

　
　
　

副
委
員
長　

井
上　

則
臣

　
　
　

委　

員　
　

井
野　

和
哉

　
　
　

委　

員　
　

佐
藤　
　

毅

ふるさと納税、どう使われてる
昨年度１年間で本町に寄せられた

ふるさと納税の寄附額は

約７億４千万円（※）と熊本県内で２番目に

多く、本町でも過去最高額でした。

どのように使われているのか

使途の一部をご紹介します。

（※）実際に町に入るのは経費を除いた約半分です

Q ：ふるさと納税とは？？
応援したい自治体に寄附ができる制度です。 手続きをする
と、 税金の還付 ・ 控除も受けられます。 また、 寄附した自
治体から寄附への感謝として 「お礼の品」 をもらうこともで
きます。

Q ：南小国の 「お礼の品」 はどんな物がある？？
宿泊券、 お米や野菜などの農産品、 牛乳、
水、 木製品、 お菓子などの町内産品の他、
熊本県産のあか牛や馬刺しもあります。
寄附者に選んでいただいています。

町営の塾として小学３年生～中学生を対象に、 週２回開

講しています。学習内容はきよら塾オリジナルで、英会話・

ことわざ ・作文 ・計算 ・地理など多岐にわたります。

子ども達の塾の受講料は無料です。

町で新たな事業や起業をしてチャレンジする人を応援するための補助金です。

これまでにカフェやレストラン、 宿泊施設、 美容室、 特産品を作る加工所など、 広い

分野で夢チャレンジ事業補助金を活用されています。

※本年度は夢チャレンジ事業補助金の募集はありません。

写真左 ： ドッグラン併設カフェ 「ワン CAFFE」 の北里志保さん （田の原）

写真右 ：山の中の小さな美容室 「HaruHina」 の武田清さん （樋の口）

子ども達の健やかな成長と、 家庭の経済負担を軽減する

ために給食費を半額補助しています。

給食は、 市原小学校に隣接する給食センターで作り、 給

食の時間に合わせて各小中学校に配送しています。

総務課　岩下さん

「日本で最も美しい村」 づく

り事業補助金、 ドローンプロ

ジェクト、 民間賃貸住宅確保

プロジェクト補助金など…

南小国町民の暮らしと心を豊

かにするために、 ふるさと納

税は大切に使われています。

きよら塾

夢チャレンジ
事業補助金

学校給食
の

半額補助

    他にも
あります！
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